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昭
和
二
十
九
つ
九
五
四
）
年
四
月
十
九
日
の
午
後
の
こ
と
で
あ
る
。

痩
身
で
顔
立
ち
の
整
っ
た
、
中
背
の
東
洋
人
が
ひ
と
り
、
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
の
ユ
ー
ー
オ
ン
駅
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
の
列
車
に
乗
っ
た
。

な
り
わ
い

そ
の
東
洋
人
は
何
を
生
業
に
し
て
い
る
の
か
、
服
装
か
ら
だ
け
で
は
皆
目
わ
か
ら
な
い
。
眼
鏡
を
か
け
て
お
り
、
ど
一
」
と
な
く
繊
細
な

人
間
の
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
。
か
れ
は
客
車
の
中
に
腰
を
お
ろ
す
と
、
何
の
変
哲
も
な
い
車
窓
の
風
景
に
視
線
を
投
じ
た
。

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
は
そ
ん
な
に
遠
く
な
い
。
約
一
○
○
キ
ロ
の
行
程
だ
か
ら
一
時
間
半
も
あ
れ
ば
十
分
に
着

く
。
そ
の
東
洋
人
と
は
た
れ
あ
ろ
う
、
二
年
前
の
昭
和
二
十
七
（
’
九
五
一
一
）
年
五
月
、
秀
作
『
野
火
」
（
創
元
社
刊
）
に
よ
っ
て
読
売

文
学
賞
を
受
け
た
新
進
作
家
大
岡
昇
平
二
九
○
九
～
八
八
）
（
当
時
四
十
五
歳
）
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
前
年
の
十
月
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
奨
学
金
を
う
け
て
渡
米
し
、
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ン
の
町
に
あ
る
エ
ー
ル
大
学
の
研
究
生

と
な
っ
た
．
表
向
き
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
研
究
Ｉ
こ
と
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
を
仏
文
科
主
任
教
授
の
ア
ン
リ
・
ベ
ー
ル
や
ブ
ロ
ン
ベ
ー
ル

講
師
に
つ
い
て
修
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
が
、
当
時
、
エ
ー
ル
大
学
の
図
書
館
は
テ
ィ
ヴ
ァ
ン
版
『
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
全
集
」
す
ら
も
た
ず
、

し
か
も
新
刊
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
研
究
書
と
な
る
と
、
学
生
が
し
ょ
う
ち
ゅ
う
借
り
出
す
の
で
目
に
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
あ
っ
た
。

車
中
、
大
岡
は
五
ヵ
月
に
も
お
よ
ん
だ
こ
の
大
学
町
で
の
暮
ら
し
を
想
い
起
し
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
、
滞
外
期
間
の
半

分
を
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
す
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
た
の
で
、
や
む
な
く
一
一
ユ
ー
ヘ
イ
プ
ン
に
拠
点
を
お
き
、
こ
の
間
大
学
図
書
館
と
リ
ン

ボ
ー
と
大
岡
昇
平

宮
永
孝
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大
岡
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
文
学
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
興
味
が
あ
る
の
は
エ
ド
ガ
ー
・
ボ
ー
で
あ
る
。
英
語
の
知
識
が
十
分
で
あ
っ
た

な
ら
、
ふ
た
月
も
あ
れ
ば
必
要
な
知
識
を
仕
込
む
こ
と
に
こ
と
欠
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。
が
、
か
れ
は
英
語
に
自
信
が
な
い
。

や
が
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
き
、
下
宿
に
落
ち
つ
く
と
再
び
わ
び
し
い
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
。
某
日
、
百
十
丁
目
の
東
洋
物
産
店
で
味

の
素
・
醤
油
・
麺
類
な
ど
を
求
め
、
さ
ら
に
南
カ
ロ
ラ
イ
ナ
産
の
米
な
ど
も
購
入
し
、
自
炊
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
ロ
ッ
ク
フ
ュ
ラ
ー
財
団
の
格
別
の
配
慮
に
よ
り
、
ボ
ー
に
ゆ
か
り
の
あ
る
パ
ー
ジ
ー
ー
ア
州
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
や
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ッ
ヴ
ィ
ル
の
町
を
見
学
に
訪
れ
る
旅
費
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
る
日
の
こ
と
汽
車
に
て
南
下
す
る
こ
と
に
し
た
。

評四月末のある日のこと、大岡は、一一ユーョークのペンシルベニア駅から夜行寝台車に乗り、まずリッチモンドにむ
鋼かうことにした・列車は翌朝、目的地に着くはずである・前夜十時半にニューヨークを発った汽車は、翌朝の九時半
と一
一
」
ろ
目
ざ
す
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
着
い
た
。

ポ

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
で
は
「
ボ
ー
記
念
館
」
（
図
版
Ｉ
）
、
同
館
か
ら
二
ブ
ロ
ッ
ク
東
の
二
十
一
一
一
丁
目
の
角
に
あ
る
ボ
ー
の
母
エ
リ
ザ
ベ
ス
が

カ
ー
ン
街
の
下
宿
と
を
往
復
す
る
生
活
を
つ
づ
け
た
が
、
今
よ
う
や
く
そ
れ
に
も
別
れ
を
告
げ
、
ほ
っ
と
す
る
思
い
が
し
た
。

四
十
を
越
え
て
の
外
国
暮
ら
し
は
け
っ
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
い
。
安
い
三
流
食
堂
の
飯
の
ま
ず
さ
は
全
米
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
じ
だ

が
、
か
れ
の
胃
袋
は
そ
ん
な
も
の
を
受
け
つ
け
て
く
れ
ぬ
。
い
つ
も
行
き
つ
け
の
安
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
を
眠
の
前
に
す
る
と
、
腹
の
底

か
ら
ゲ
ッ
プ
が
こ
み
上
げ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
結
局
手
を
つ
け
る
の
は
、
肉
類
を
除
い
た
添
え
物
の
野
菜
だ
け
と
い
っ
た
も
の
で
、

そ
れ
を
胃
に
お
さ
め
る
と
、
早
々
に
退
席
す
る
。

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
の
暮
ら
し
が
三
ヵ
月
目
に
入
っ
た
頃
、
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た
。
こ
の
町
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
研
究
に
む
か
ぬ
こ
と
。

下
宿
生
活
が
快
適
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
他
に
も
っ
と
有
意
義
な
暮
ら
し
方
も
あ
っ
た
は
ず
だ
と
後
悔
は
先
に
立
た
ず
、
い
ろ
い
ろ
梅
や
ま

れ
た
。
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大
岡
の
ボ
ー
巡
礼
の
旅
に
つ
い
て
は
こ
の
辺
で
よ
す
こ
と
に
し
、
本
題
に
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
っ
た
い
大
岡
は
い
つ
頃
ボ
ー
の
存
在
を
知
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
作
品
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
八
十
余
年
の
生
涯
に
お

い
て
、
相
当
な
数
の
作
品
を
響
き
残
し
た
が
、
ボ
ー
の
感
化
な
り
影
響
の
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
れ
は
少
年
時
代
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
和
洋
の
書
を
相
当
読
ん
だ
が
、
こ
と
に
ボ
ー
と
の
最
初
の
接
触
は
、
小
学
校
六
年
か
ら
中

学
一
年
に
か
け
て
の
こ
と
の
よ
う
だ
。
か
れ
は
そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
、

鵜
‐
の
「
渦
巻
」
（
「
メ
ェ
ル
ス
ト
ロ
ム
に
呑
ま
れ
て
ｌ
引
用
萱
は
僕
の
一
番
早
い
読
書
の
中
に
入
っ
て
い
た
．
（
多
分
中
学
一
年
の
頃
だ
っ
た
と
恩

ふ
。
）
感
銘
は
大
き
く
、
そ
の
夜
は
眠
れ
な
か
っ
た
。
以
来
僕
が
ず
っ
と
ボ
ー
の
影
響
樫
に
あ
っ
た
の
は
知
っ
て
い
る
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
を
読
み
出
し
て
か
ら
、
ほ
か
を
顧
み
る
ひ
ま
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
自
分
の
書
く
も
の
に
、
ボ
ー

の
影
響
が
多
い
の
に
、
自
分
で
驚
い
て
い
た
の
だ
（
「
作
家
の
日
記
（
こ
」
「
新
潮
」
新
年
号
所
収
、
昭
和
兜
・
１
）
。

を
と
い
た
。

息
を
引
き
と
っ
た
家
（
当
時
、
取
り
こ
わ
し
中
）
を
見
学
し
、
さ
ら
に
そ
の
日
の
午
後
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ッ
ヴ
ィ
ル
行
の
列
車
に
乗
っ
た
。

眼
に
快
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
緑
の
野
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
夜
七
時
ご
ろ
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ッ
ヴ
ィ
ル
に
着
き
、
早
速
安
ホ
テ
ル
に
旅
装

シ
ー
で

（
１
）
 

し
た
。

「
大
岡
昇
平
全
集
』
第
十
五
巻
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
印
・
８
）
の
巻
尾
に
添
え
て
あ
る
池
田
純
溢
が
執
筆
し
た
「
年
譜
」
に
は
、
大

同
地
で
は
大
学
構
内
の
「
ボ
ー
の
部
屋
」
（
図
版
Ⅱ
）
と
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
家
が
あ
る
モ
ン
テ
ィ
チ
ェ
ル
ロ
を
訪
ね
、
さ
ら
に
タ
ク

ー
で
「
鋸
山
奇
談
」
の
舞
台
と
な
っ
た
所
を
訪
れ
る
と
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ッ
ヴ
ィ
ル
一
帯
を
崎
敵
す
る
高
台
に
登
り
、
あ
た
り
を
見
わ
た
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と大岡昇平ポ

（
４
）
 

ボ
ー
を
原
文
の
英
語
で
読
む
に
は
語
学
的
に
Ｊ
も
難
が
あ
り
、
ま
た
英
語
の
本
の
入
手
も
容
易
で
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
か
れ
は
ポ
ー
ド

レ
ー
ル
の
仏
訳
で
『
ア
ー
サ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ピ
ム
の
冒
険
」
（
湧
く
の
ｐ
ご
『
●
の
皀
賃
言
胃
の
ｏ
ａ
ｏ
ｐ
Ｕ
］
ョ
．
□
四
『
向
・
恩
『
シ
・
勺
。
①
）
を

（５） 
読
む
の
で
あ
る
。
時
に
大
岡
二
十
一
歳
、
大
学
一
年
生
の
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
か
れ
は
邦
訳
で
も
こ
の
長
篇
小
説
を
読
ん
だ
と
思
え
る
が
、
大
岡
自
身
「
僕
の
記
憶
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
ボ
ー
唯

大
正
期
に
は
何
点
か
ボ
ー
の
単
独
訳
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
が
、
お
そ
ら
く
大
岡
が
初
め
て
読
ん
だ
ボ
ー
の
訳
本
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
版

さ
ね
正
ら
（
３
）

の
岡
田
実
麿
訳
『
か
ぶ
と
虫
・
渦
巻
・
没
落
』
世
界
短
篇
傑
作
叢
璽
皀
第
一
編
（
北
文
館
、
大
正
２
．
５
）
で
あ
ろ
う
（
図
版
Ⅲ
）
。
そ
の

後
の
大
岡
と
ボ
ー
と
の
関
係
は
断
続
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
え
る
が
、
成
城
高
等
学
校
を
経
て
京
大
仏
文
科
に
進
む
に
つ
れ
て
、
改
め

夏
目
漱
石
な
ど
も
愛
読
し
た
。

正
九
（
’
九
二
○
）
年
の
暮
ご
ろ
、
当
時
、
大
岡
は
小
学
校
六
年
生
（
十
一
歳
）
で
あ
っ
た
が
、
二
級
上
の
近
所
の
友
人
石
井
太
郎
に
シ
ャ
ー

マ
マ

ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
、
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
等
の
作
品
を
借
り
、
「
ポ
ケ
ッ
ト
版
の
ボ
ー
『
メ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ム
に
呑
ま
れ
て
』
を

読
ん
で
強
い
感
動
を
受
け
る
」
と
記
し
て
あ
る
。

い
っ
た
い
大
岡
が
ボ
ー
と
初
め
て
出
会
う
き
っ
か
け
を
作
っ
た
版
本
（
訳
書
）
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

か
れ
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
四
月
、
渋
谷
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
以
来
、
同
十
（
’
九
二
一
）
年
四
月
、
青
山
学
院
中
等

部
に
入
学
す
る
ま
で
の
間
、
じ
っ
に
多
く
の
本
を
読
ん
で
お
り
、
た
と
え
ば
「
立
川
文
庫
』
に
は
じ
ま
り
、
雑
誌
『
日
本
少
年
』
『
少
年

倶
楽
部
』
『
赤
い
鳥
』
「
お
と
ぎ
の
国
』
「
金
の
国
」
を
は
じ
め
、
翻
訳
物
で
は
『
ガ
リ
パ
ア
旅
行
記
」
『
ア
ラ
ビ
ァ
ン
・
ナ
イ
ト
」
『
ロ
ビ

ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
」
な
ど
を
愛
読
し
た
ほ
か
、
『
海
底
軍
艦
』
（
押
川
春
浪
）
『
巌
窟
王
』
『
億
無
情
」
『
幽
霊
塔
』
（
黒
岩
涙
香
）
や
博

（２） 
文
館
刊
の
講
談
物
『
太
閣
記
」
「
塩
原
多
助
」
な
ど
を
読
み
、
さ
ら
に
中
学
に
入
っ
て
か
壹
ｂ
は
芥
川
龍
之
介
・
志
賀
直
哉
・
谷
崎
潤
一
郎
。

て
ボ
ー
を
読
む
の
で
あ
る
。
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一
の
長
篇
（
諺
『
弓
巨
『
の
Ｃ
ａ
Ｏ
。
。
白
）
が
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
で
、
ち
や
ち
な
春
陽
堂
文
庫
本
で
あ
る
」
（
「
日
記
」

昭
和
蛇
。
Ⅱ
。
Ⅳ
）
と
語
っ
て
い
る
。

（
６
）
 

か
れ
の
い
う
版
本
と
は
、
岩
田
寿
訳
『
ゴ
ル
ド
ン
・
ピ
ム
物
語
』
（
春
陽
堂
、
昭
和
８
．
３
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
図
版
Ⅳ
）
。
大
岡
は

邦
訳
や
仏
訳
で
た
し
か
に
ボ
ー
の
作
品
に
親
し
ん
で
い
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を
読
ん
で
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

そ
の
タ
イ
ト
ル
ま
で
語
る
こ
と
は
少
な
く
、
文
献
資
料
の
上
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
「
黄
金
虫
」
「
メ
ェ
ル
ス
ト
ロ
ー
ム
に
呑
ま
れ
て
」

（
７
）
 

「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
崩
壊
」
「
ア
ー
サ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ピ
ム
の
冒
険
」
「
陥
奔
と
振
子
」
な
ど
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

研
究
書
と
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
に
滞
在
中
の
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
一
一
一
）
年
の
冬
か
ら
翌
二
十
九
年
の
春
に
か
け
て
、
エ
ー
ル

大
学
の
図
書
館
で
フ
ロ
イ
ト
の
弟
子
マ
リ
ー
・
ポ
ナ
パ
ル
ト
が
著
し
た
大
著
『
エ
ド
ガ
ー
・
ボ
ー
』
（
図
版
Ｖ
）
（
三
四
『
一
の
因
目
：
、
１
①
皿

ロロ、四『旧○ｍ・㈲白Ｑのロ⑪］○ず：四一茸ごこゅ○■『日、の○日の：く目的芹‐いのロ】］］口の一『ｇ一○口⑩》少ご回員‐ｂ『。□ＣｍＱのの一館ヨロロ。『

『
の
目
ぐ
○
一
」
・
四
・
一
の
の
囲
冨
目
の
□
の
ロ
○
ｍ
］
の
【
の
芹
の
①
］
Ｐ
ｂ
口
『
】
、
．
］
①
忠
）
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
幡
読
し
、
の
ち
昭
和
三
十
年
代
に
パ
リ

（８） 

の
河
岸
の
古
本
屋
で
求
め
た
も
の
を
拾
い
読
み
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
八
）
年
秋
に
、
丸
善
を
通
じ
て
取
り
寄
せ
た
パ
ト
リ
ッ
ク
。
Ｆ
・
ク
ゥ
イ
ン
著
「
エ
ド
ガ
ー
・
ボ
ー
の
フ

ラ
ン
ス
的
相
貌
』
（
図
版
Ⅵ
）
（
勺
四
目
。
【
『
．
Ｃ
■
ヨ
貝
弓
す
の
句
円
①
ｐ
ｏ
ゴ
句
口
・
の
・
命
目
、
口
『
勺
。
①
．
○
四
『
す
。
且
回
］
Ｐ
の
Ｃ
巨
讐
の
曰
皀
：
一
切

ご
ロ
ゴ
①
『
の
｝
ご
勺
『
の
②
の
．
］
①
巴
）
を
愛
読
し
た
。
同
書
に
つ
い
て
、
大
岡
は
み
ず
か
ら
「
直
ち
に
寝
床
の
中
で
読
み
出
す
。
平
板
な
ア
メ
リ

カ
の
学
者
の
筆
だ
が
、
別
に
ボ
ー
の
伝
記
も
あ
る
模
様
で
な
か
な
か
よ
く
調
べ
て
あ
る
。
ボ
ー
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
先
に
フ
ラ
ン
ス
で
認
め

ら
れ
た
事
由
と
し
て
、
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
の
翻
訳
が
原
文
よ
り
も
明
蜥
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
あ
る
。
マ
リ
・
ポ
ナ

パ
ル
ト
の
二
ド
ガ
ー
。
ボ
ー
」
を
今
日
ま
で
現
わ
れ
た
ボ
ー
評
伝
中
、
最
良
の
も
の
の
一
つ
と
し
て
い
る
の
は
、
わ
が
意
を
得
た
」

（
「
日
記
」
昭
和
釦
。
ｕ
・
肥
～
Ⅳ
）
と
語
っ
て
い
る
。
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評ら追い出さ』
鋼作品である。
と一
作
者
に
よ
ワ

ポ
作
者
に
よ
る
と
、
『
野
火
』
は
昭
和
二
十
六
（
’
九
五
二
）
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
「
展
望
」
に
連
載
し
、
翌
二
十
七
年
に
単
行
本
と

（、）
な
っ
た
も
の
だ
が
、
同
作
品
の
「
全
体
の
ワ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ボ
ー
の
『
ゴ
ー
ド
ン
・
ピ
ム
』
と
い
う
長
編
小
説
で
す
」
と
み
ず

「
全
集
』
を
縮
く
と
、
ボ
ー
に
関
す
る
言
及
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
が
、
大
岡
は
創
作
す
る
に
際
し
て
、
自
分
の
人
生
体
験
、
読
ん

だ
本
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
や
文
句
、
漠
然
と
し
た
物
語
の
形
式
な
ど
を
、
時
に
意
識
的
に
、
ま
た
時
に
は
無
意
識
的
に
用
い
た
よ
う
で
あ
る
。

、
、

も
し
ボ
ー
か
ら
何
か
を
故
意
に
借
用
し
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
模
作
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
無
意
識
的
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
影
響
の
範
ち
ゅ
う
に
入
る
の
で
あ
る
。

大
岡
作
品
の
な
か
で
ボ
ー
的
世
界
が
揺
曳
し
て
い
る
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
中
編
小
説
『
野
火
』
（
創
元
社
、
昭
和
訂
・

ふ
り
よ

２
）
と
長
編
小
説
『
俘
虜
記
」
（
創
元
社
、
昭
和
汀
。
、
）
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
ル
ソ
ン
島
に
お
い
て
病
気
（
肺
病
）
の
た
め
に
軍
隊
か

ら
追
い
出
さ
れ
た
一
兵
士
が
、
熱
帯
の
自
然
の
な
か
を
坊
復
す
る
話
で
、
後
者
は
一
連
の
俘
虜
の
記
録
を
あ
つ
め
た
一
種
の
オ
ム
ニ
バ
ス

語
っ
た
ほ
う
で
あ
る
。

大
岡
の
ボ
ー
発
見
に
至
る
ま
で
の
軌
跡
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
ん
ど
は
ボ
ー
受
容
（
影
響
）
へ
と
視
点
を
移
し
て
み
た
い
。

大
岡
と
ボ
ー
と
の
文
学
的
関
係
を
考
え
る
と
き
、
大
岡
の
ボ
ー
愛
読
の
出
発
点
は
、
た
ま
た
ま
友
人
か
ら
借
り
た
訳
本
で
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
や
が
て
少
年
大
岡
は
ボ
ー
の
世
界
に
名
状
し
が
た
い
驚
き
と
感
動
を
覚
え
、
無
意
識
裡
に
ひ
っ
ぱ
り
込
ま
れ
て
行
っ
た
。

長
じ
て
再
度
ボ
ー
に
親
し
み
、
改
め
て
感
興
を
も
よ
お
す
の
だ
が
、
そ
の
と
き
も
一
愛
好
者
に
徹
し
、
ボ
ー
を
研
究
対
象
に
し
た
り
、

か
れ
か
ら
何
か
を
学
び
取
ろ
う
と
い
っ
た
意
図
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

概
し
て
作
家
は
自
分
の
創
作
の
秘
密
や
ネ
タ
を
明
か
す
こ
と
は
珍
し
く
、
大
岡
も
「
自
分
の
作
品
に
つ
い
て
し
ゃ
べ
る
の
は
あ
ま
り
好

（９） 

き
で
な
い
の
で
す
」
と
、
講
演
会
に
お
い
て
語
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
か
れ
は
比
較
的
す
な
お
に
自
分
の
作
ロ
叩
の
意
図
と
か
成
立
に
つ
い
て
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危

「
起
て
よ
、
い
ざ
起
て
…
．
：
」
と
声
は
歌
っ
た
。
私
は
起
ち
上
っ
た
。
こ
れ
が
私
が
他
者
に
よ
り
、
動
か
さ
れ
出
し
た
初
め
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

私
は
起
き
上
り
、
屍
体
か
ら
離
れ
た
。
離
れ
る
一
歩
一
歩
に
つ
れ
て
、
右
手
を
握
っ
た
左
手
の
指
は
、
一
本
一
本
離
れ
て
行
っ
た
。
中
指
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

指
と
離
れ
て
、
人
差
指
は
親
指
と
共
に
離
れ
た
。
（
「
一
一
九
手
」
）
（
傍
点
引
用
者
）

作
者
の
大
岡
が
、
「
手
首
足
首
を
打
ち
落
と
す
等
の
細
分
は
ボ
ー
の
『
ゴ
ー
ド
ン
・
ピ
ム
」
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
切
ら
れ
た
足
首

（
手
首
の
誤
り
？
ｌ
引
用
誉
）
の
描
写
か
ら
始
め
た
の
が
、
僕
の
工
夫
ぐ
ら
い
な
も
の
で
す
」
（
「
野
火
の
意
図
」
）
と
語
っ
て
い
る
も
の

は
、
ボ
ー
の
『
ア
ー
サ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ピ
ム
の
冒
険
」
（
第
十
二
章
）
に
あ
る
、
「
我
々
は
犠
牲
者
の
血
で
も
っ
て
、
あ
の
焼
き
つ
く
様

な
渇
き
だ
け
は
幾
ら
か
醤
や
さ
れ
た
。
手
や
、
足
や
、
頭
は
切
り
離
し
て
、
内
臓
と
一
緒
に
海
へ
投
げ
込
み
、
残
り
の
身
憾
は
細
か
く
切
っ

て
、
そ
の
月
の
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
の
忘
れ
ら
れ
な
い
四
日
間
、
貧
り
食
っ
た
と
だ
け
云
へ
ば
十
分
だ
ら
う
」
（
谷
崎
精
二
訳
ポ

か
ら
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
漂
流
船
の
中
の
人
肉
食
い
が
あ
り
ま
す
。
く
じ
引
き
で
だ
れ
か
が
死
ん
で
く
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

け
ど
、
犠
牲
者
は
殺
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
手
首
、
足
首
、
つ
ま
り
食
え
な
い
と
こ
ろ
を
打
ち
落
と
す
と
い
う
よ
う
な
す
ご
み
の
あ
る
細
目
が

あ
り
ま
す
。
全
体
と
し
て
、
主
人
公
が
い
ろ
ん
な
人
と
会
っ
た
り
別
れ
た
り
す
る
筋
立
、
最
後
に
南
極
に
流
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で

す
け
れ
ど
も
、
南
極
の
、
当
時
は
ま
だ
南
極
大
陸
が
発
見
さ
れ
て
な
く
て
、
海
が
大
き
な
滝
に
な
っ
て
、
地
底
に
も
ぐ
り
込
ん
で
い
る
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
う
ふ
う
に
、
空
想
さ
れ
て
い
た
の
で
す
け
ど
、
『
野
火
』
の
終
り
が
、
幻
想
的
な
場
面
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
構
成
も
似
て
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
わ
け
で
す
。
特
に
意
識
し
て
ま
ね
し
た
わ
け
で
な
く
、
何
と
な
く
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
来
た
の
で
す
け
ど
」
［
傍
点

引
用
者
］
（
「
野
火
」
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
影
響
」
）
。

大
岡
が
こ
の
引
用
文
の
中
で
述
べ
て
い
る
「
す
ご
み
の
あ
る
細
目
」
と
は
、
『
野
火
』
の
な
か
の
次
の
一
節
を
指
す
も
の
と
思
え
る
。

、
、

薬
指
、

小、
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し
や
く

い
く
ち
び
る

『
野
火
」
の
冒
頭
部
の
一
節
に
、
「
私
は
喋
る
に
つ
れ
濡
れ
て
来
る
相
手
の
唇
を
見
続
け
た
。
致
命
的
な
一
曰
｜
告
を
受
け
る
の
は
私
で
あ

む
ぜ

げ
つ
こ
う

る
の
に
、
何
故
彼
が
一
」
れ
ほ
ど
激
昂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
分
声
を
高
め
る
と
共
に
、
感
情
を
っ
の
ら
せ
る
軍

評人の習性によるものであろう。情況が悪化して以来、彼等が軍人のマスクの下に隠さねばならなかった不安は、我々
か
れ
ら

鋼兵士に向って爆発するのが常であった」（「｜出発」）といった久口のがある。
Ｌ
」’
ボ
ー
の
「
陥
奔
と
振
子
」
は
、
ト
レ
脾
‐
の
宗
教
裁
判
所
の
暗
黒
の
地
下
牢
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
主
人
公
が
、
死
の
宣
告
を
受
け
た

ポ

の
ち
、
絶
望
と
希
望
、
恐
怖
と
歓
喜
を
交
互
に
味
わ
い
、
最
後
に
町
に
入
城
し
た
フ
ラ
ン
ス
軍
に
救
わ
れ
る
物
語
で
あ
る
。
が
、
死
の
告

用
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

オ
小
説
全
集
４
『
ゴ
オ
ド
ン
・
ピ
ム
の
物
語
』
春
陽
堂
書
店
）
の
描
写
を
借
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
野
火
」
全
体
の
輪
郭
と
細
部
に
、
ボ
ー
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
認
め
て
い
る
。
大
岡
が
こ
の
作
品
を
執
筆
す

る
に
際
し
て
力
点
を
置
い
た
の
は
、
｜
兵
士
が
坊
僅
中
に
出
会
う
事
件
で
は
な
く
て
、
ひ
と
り
で
熱
帯
林
を
歩
い
て
い
く
人
間
の
心
理
や（
Ⅲ
）
 

極
限
状
態
に
置
か
れ
た
兵
士
の
心
理
の
混
乱
、
身
の
回
り
の
自
然
が
ど
の
よ
う
に
か
れ
の
眼
に
写
っ
た
か
を
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

し
か
も
か
れ
は
執
筆
当
時
か
ら
ボ
ー
を
か
な
り
意
識
し
、
ボ
ー
を
意
図
的
に
利
用
す
る
気
が
念
頭
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
『
野
火
』
は
、
「
た
と
い
わ
れ
死
の
か
げ
の
谷
を
歩
む
と
も
ダ
ビ
デ
」
と
い
っ
た
銘
句
と
共
に
は
じ
ま
る
が
、
こ
れ
は

（
脳
）

ボ
ー
の
「
影
」
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
を
借
り
た
と
い
い
、
さ
》
ｂ
に
「
詩
篇
」
と
す
べ
き
を
「
ダ
ピ
デ
」
と
し
た
俗
人
趣
味
も
ボ
ー
の
ま
ま
で
す
」

（
『
野
火
』
の
意
図
」
）
と
語
っ
て
い
る
。

（旧）

大
岡
が
、
こ
の
作
品
の
「
書
き
出
し
は
ボ
ー
の
「
丼
一
戸
と
振
子
」
（
「
陥
雰
と
振
子
」
の
こ
と
ｌ
引
用
誉
）
を
模
し
て
い
ま
す
」
と
述

、
、
、
、

べ
て
い
る
も
の
は
、
主
人
公
が
分
隊
長
よ
り
追
い
出
さ
れ
、
死
の
宣
告
に
も
似
た
病
院
行
を
命
じ
ら
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ボ
ー
か
ら
借
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す
な
わ
ち
、

描
写
で
あ
る
。

知
者
の
表
情
を
注
視
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。

盲
｜
告
１
－
恐
し
い
死
刑
の
責
｜
告
ｌ
が
私
の
耳
に
達
し
た
麟
後
の
明
瞭
な
一
一
一
一
口
蘂
で
あ
っ
た
．
（
中
略
）
や
が
て
も
う
私
に
は
何
も
聞
こ
え
な
く
葱
っ
だ
か

お
そ

ら
・
し
か
し
、
暫
く
の
闇
は
ま
だ
、
私
に
は
限
が
見
え
た
、
ｌ
が
何
と
い
ふ
縦
ろ
し
い
誇
張
を
以
て
見
え
た
こ
と
で
あ
ら
う
！
私
に
は
黒
い
法
服
を

着
た
裁
判
官
た
ち
の
唇
が
見
え
た
．
そ
の
唇
は
な
く
ｌ
今
こ
れ
ら
の
一
一
一
富
蕊
を
瞥
篝
つ
け
て
い
る
紙
よ
り
真
白
に
ｌ
そ
れ
て
怪
奇
な
ま
で
に
薄
く

（
…
…
）
」
（
佐
々
木
直
次
郎
訳
「
窯
と
振
子
」
）
。

、
、
、
、

こ
れ
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
罪
と
罰
』
の
主
人
公
ラ
ス
コ
ー
‐
リ
ニ
コ
フ
の
一
人
歩
き
、
ネ
ヴ
ァ
川
の
橋
の
上
か
ら
夕
焼
け
を
見

（皿）

ヱ
》
場
面
を
想
い
浮
か
べ
な
が
ら
書
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
私
」
は
本
国
に
帰
還
後
、
東
京
郊
外
の
精
神
病
院
の
一
室
で
、
戦
時
中
ル
ソ
ン
島
で
の
記
憶
を
思
い
出
そ
う
と
す
る
。
記
憶

が
途
切
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
山
中
で
ゲ
リ
ラ
に
後
頭
部
を
打
た
れ
、
意
識
を
失
な
い
、
や
が
て
米
軍
の
捕
虜
に
な
っ
て
し
ま
う
か

、
、
、
、
、
、

ら
で
あ
る
。
大
岡
に
よ
る
と
、
そ
の
記
憶
の
切
れ
た
と
｝
」
ろ
を
想
起
し
よ
う
と
し
て
、
最
後
の
幻
想
的
な
部
分
が
生
れ
て
く
る
が
、
ゲ

リ
ラ
に
不
意
に
襲
撃
さ
れ
る
と
い
う
段
取
り
に
似
て
い
る
の
は
、
ボ
ー
の
『
ア
ー
サ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ピ
ム
の
冒
険
』
と
い
う
よ
り
は
、

（脂）

ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
の
『
白
痴
」
の
場
合
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ふ
た

は
た
け

さ
ら
に
語
り
手
の
主
人
公
の
、
「
私
は
棺
の
蓋
を
取
り
、
私
自
身
の
死
顔
に
眺
め
入
っ
た
」
（
「
’
一
二
夢
」
）
、
「
山
の
畠
の
何
本
か
の

『
野
火
』
に
お
い
て
、
語
り

で
歩
い
て
ゆ
く
場
面
が
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

大
岡
と
ボ
ー
に
共
通
す
る
の
は
、
死
の
宣
一
一
一
一
口
を
受
け
た
の
ち
、
死
の
告
知
者
の
表
情
、
一
」
と
に
相
手
の
唇
を
み
つ
め
る

語
り
手
の
「
私
」
が
中
隊
か
ら
追
わ
れ
、
病
院
へ
引
き
返
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
熱
帯
の
自
然
林
の
中
を
ひ
と
り
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ボーと大岡昇平

み
ち
か
ら

私
は
、
か
う
し
て
死
ぬ
の
は
何
と
い
ふ
素
晴
ら
し
い
｝
」
と
だ
ら
う
、
そ
し
て
、
神
様
の
御
力
の
こ
ん
な
驚
く
べ
き
示
顕
の
こ
と
を
恩
ふ

い
の
ち

ば
か

と
、
自
分
一
箇
の
生
命
な
ど
と
い
ふ
取
る
に
４
℃
足
ら
ぬ
こ
と
を
考
へ
る
の
は
何
と
い
ふ
莫
迦
げ
た
こ
と
だ
ら
う
、
と
考
え
始
め
ま
し
た
。

あ
か

｝
」
の
老
へ
が
心
に
浮
ん
だ
時
、
確
か
恥
か
Ｉ
し
さ
で
顔
を
報
ら
め
た
と
思
ひ
ま
す
。
暫
く
た
つ
と
、
渦
巻
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
鋭
い
好
奇

、
、

心
が
強
く
心
の
中
に
起
っ
て
来
ま
し
た
。
私
は
、
自
分
の
生
命
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
も
、
そ
の
底
を
探
っ
て
み
た
い
と
い
ふ
願
ひ
を
は
っ

き
り
と
感
じ
ま
し
た
」
（
佐
々
木
直
次
郎
訳
「
メ
ェ
ル
ス
ト
ロ
ム
の
旋
渦
」
）

「
死
の
観
念
は
、
私
に
家
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
軽
さ
を
与
え
た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
何
を
し
て
み
て
も
、
行
手
に
き
っ
と
こ
れ
が
あ

わ

る
と
｝
」
ろ
を
み
る
と
、
結
局
｝
」
れ
が
私
の
一
番
頼
り
に
な
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
私
は
不
意
に
心
が
軽
く
、
力
が
湧
く
よ
う
に
思
っ
た
。

、
、
、
、
、
、

（
…
…
）
一
」
の
安
易
な
感
覚
に
伴
っ
て
、
一
つ
の
奇
妙
な
感
覚
が
生
れ
て
来
た
。
私
は
自
分
の
動
作
が
、
誰
か
に
見
ら
れ
て
い
る
と
、

思
っ
た
」
（
「
一
一
五
光
」
）
と
い
っ
た
一
一
一
一
回
葉
は
、
「
死
」
を
目
前
に
し
た
者
の
内
省
的
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
自
分
に
好

、

奇
の
眼
を
向
け
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
受
け
と
れ
よ
う
。

ボ
ー
の
「
メ
ェ
ル
ス
ト
ロ
ム
の
旋
渦
」
に
も
同
じ
よ
う
な
描
写
が
み
ら
れ
、
船
も
ろ
と
も
大
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
絶
体
絶
命
で
あ
る
よ

う
に
思
え
た
と
き
、
自
分
を
殺
す
こ
と
に
な
る
渦
潮
に
好
奇
の
念
が
湧
き
起
っ
て
く
る
。

芋
に
限
ら
れ
た
私
の
生
は
、

ね
ば
な
ら
ぬ
。
少
な
く
と
も

り
が
よ
く
見
え
た
」
（
「
二
○

９
 

４
 

「
野
火
』
と
い
う
作
品
は
、
「
自
分
の
無
意
識
の
中
に
残
っ
て
い
る
外
国
文
学
」
の
影
響
が
複
雑
に
交
叉
し
、
多
要
素
の
複
合
体
な
の
で

私
の
生
は
、
果
し
て
生
き
る
に
価
す
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
死
も
ま
た
死
ぬ
に
値
し
な
い
と
す
れ
ば
、
私
は
や
は
り
生
き

少
な
く
と
も
あ
の
芋
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
私
が
歩
く
の
を
止
め
る
も
の
は
こ
の
世
に
は
な
い
。
私
に
は
私
自
身
の
足
取

銃
一
、



あ
る
。
こ
の
作
品
を
書
く
に
あ
た
り
、
大
岡
は
「
『
罪
と
罰
」
の
、
特
に
ラ
ス
コ
ル
ニ
コ
フ
の
独
り
歩
き
を
読
み
返
し
ま
し
た
」
と
い
つ

、
、

て
い
る
。
し
か
し
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
か
ら
借
り
た
の
は
調
子
だ
け
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
「
細
部
は
ボ
ー
、
ス
チ
ブ
ン
ス
ン
を
下
敷
き
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
い
、
と
く
に
『
野
火
」
の
死
を
前
に
し
た
人
間
に
現
わ

れ
る
「
好
奇
心
」
は
『
メ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ム
に
呑
ま
れ
て
』
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
ボ
ー
か
ら
の
借
用
は
無
数
に
あ
り
ま
す
」
（
「
外
国
文

学
放
浪
記
」
『
文
芸
』
昭
和
師
。
８
月
号
所
収
）
。

（
咄
）

大
岡
は
後
年
、
「
『
野
火
」
は
無
意
識
の
部
分
の
多
い
作
□
ｍ
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
未
解
決
の
ま
ま
残
っ
た
部
分
が
多
い
」
と
回
想
し
て

い
る
よ
う
に
、
同
作
品
に
お
い
て
ボ
ー
の
影
響
の
痕
跡
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
取
り
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
ボ
ー
の
感
化

な
り
影
響
は
す
っ
か
り
か
れ
に
よ
っ
て
吸
収
同
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

合
本
『
俘
虜
記
』
は
、
終
戦
の
翌
年
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
お
よ
そ
一
一
一
部
か

ら
成
る
。
第
一
部
は
「
捉
ま
る
ま
で
」
か
ら
「
パ
ロ
の
陽
」
ま
で
、
第
二
部
は
「
生
き
て
い
る
俘
虜
」
か
ら
「
八
月
十
日
」
ま
で
、
第
三

（
Ⅳ
）
 

部
は
「
新
し
き
俘
虜
と
古
き
俘
虜
」
か
つ
り
「
帰
還
」
ま
で
で
あ
る
。

こ
の
作
品
も
じ
っ
は
ボ
ー
と
は
無
縁
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
大
岡
は
「
『
俘
虜
記
』
の
自
然
描
写
は
『
宝
島
」
と
『
黄
金
虫
」
か
ら
取

（咄）
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
が
、
｜
連
の
俘
虜
物
を
謹
曰
く
に
あ
た
っ
て
ボ
ー
を
意
識
し
、
何
か
を
借
用
す
る
気
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

大
岡
の
「
疎
開
日
記
」
（
昭
和
二
十
一
年
）
に
は
、
少
な
か
ら
ず
ボ
ー
に
言
及
し
た
く
だ
り
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
提
ま
る
ま
で
」
ｌ
ボ
ー
的
想
像
力
に
統
制
さ
れ
た
術
繼
記
と
す
る
こ
と
．
潟
え
．

ア
ラ
ン
『
芸
術
論
集
』
１
１
小
説
が
告
白
だ
と
書
い
て
あ
る
が
、
告
白
の
書
き
方
は
書
い
て
い
な
い
。
第
二
の
自
己
を
創
り
出
す
こ
と
。
自
己
を
公
衆

に
曝
す
の
は
危
険
で
あ
る
か
ら
、
ボ
ー
の
小
説
の
「
私
」
の
明
智
（
明
ら
か
な
知
恵
の
意
１
１
引
用
者
）
を
課
す
る
。
（
昭
和
ｎ
．
４
．
〃
）
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大
岡
は
、
『
俘
虜
記
」
を
「
戦
場
の
体
験
を
出
来
る
だ
け
理
屈
に
合
わ
せ
て
、
自
分
で
納
得
が
行
く
よ
う
に
」
書
い
た
、
と
い
い
、
さ

ら
に
「
ボ
ー
風
の
坊
僅
記
と
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
書
い
て
る
う
ち
に
、
事
実
と
個
人
的
経
験
と
が
密
着
し
て
し
ま
っ
て
、

果
さ
な
か
っ
た
の
で
し
た
」
（
『
野
火
』
の
意
図
」
）
と
、
創
作
に
際
し
て
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

じ
っ
さ
い
「
俘
虜
記
」
に
ボ
ー
の
彫
響
の
跡
を
捜
す
こ
と
は
じ
っ
に
む
ず
か
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
「
ボ
ー
と
大
岡
昇
平
Ｉ
「
作

家
の
日
記
』
か
ら
」
（
『
立
教
大
学
研
究
報
告
〈
人
文
科
学
〉
第
二
十
三
号
』
所
収
）
を
執
筆
し
た
中
里
晴
彦
に
よ
れ
ば
、
「
も
し
あ
え
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ボ
ー
的
な
点
を
指
摘
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ボ
ー
風
の
「
私
」
の
知
的
な
設
定
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
そ
れ
以
外
に
ボ
ー
の
影
響
ら

し
き
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
」
と
記
し
て
い
る
。

「
畑
は
暗
紫
色
の
段
々
を
な
し
、
色
々
な
矩
形
を
並
べ
て
、
ず
っ
と
山
の
中
腹
ま
で
続
い
て
い
た
」
ボ
ー
風
の
数
学
的
描
写
。
（
昭
和
ｎ
．
皿
・
２
）

『
女
誠
扇
綺
談
」
冒
頭
の
描
写
は
ボ
ー
の
援
用
が
な
い
と
生
き
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
へ
ボ
ー
を
引
き
合
い
に
出
す
の
は
誤
用
で
あ
る
。
（
昭
和
、
。
⑫
。

６
）
 

グー、グー、〆￣、

３２１注
、－〆、－’、.〆

シ
ョ
パ
ン
が
バ
ッ
ハ
を
研
究
し
た
よ
う
に
、
ボ
ー
を
研
究
す
る
こ
と
。
（
昭
和
ｎ
．
４
．
羽
）

『
俘
虜
記
』
は
ボ
ー
風
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
小
林
に
ほ
め
ら
れ
た
。
水
彩
画
の
よ
う
な
る
由
。
（
昭
和
幻
・
６
．
”
）

「
鋸
山
奇
談
」
（
「
新
潮
」
第
六
四
五
号
、
昭
和
弘
・
１
初
出
）
。

「
大
岡
昇
平
全
集
過
』
所
収
の
「
年
譜
」
（
池
田
純
溢
）
を
参
照
。
四
四
六
～
四
四
九
ペ
ー
ジ
。

こ
う
の
じ
よ
う
げ
ち
よ
う

一
」
の
訳
者
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
広
島
県
甲
奴
郡
上
下
町
（
宿
場
町
）
に
お
い
て
、
金
穀
貸
附
業
・
岡
田
胖
十
郎
の
長
男
と
し
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結
局
、
駒
場
の
事
務
所
で
岡
田
の
経
歴
に
つ
い
て
知
り
え
た
こ
と
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

大
正
一
一
（
’
九
一
三
）
年
に
で
た
早
大
教
授
谷
崎
精
一
一
の
『
赤
き
死
の
仮
面
」
（
泰
平
館
書
店
）
が
、
大
正
期
の
「
ボ
ー
の
単
独
作
品
集
」
と

し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
谷
崎
訳
に
続
く
ボ
ー
の
単
行
本
は
、
『
か
ぶ
と
虫
・
渦
巻
・
没
落
』
（
北
文
館
、
大
正
２
．
５
）
な
の
で

あ
る
。
訳
者
の
岡
田
に
つ
い
て
は
、
く
わ
し
い
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
知
り
合
い
の
元
東
大
理
学
部
教
授
は
、

ｌ
わ
た
し
が
中
学
生
の
頃
、
受
験
用
の
英
語
雑
誌
で
名
前
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

て
生
ま
れ
た
。
岡
田
家
は
上
下
町
の
名
家
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
実
麿
は
長
じ
て
同
志
社
と
慶
応
義
塾
に
ま
な
び
、
の
ち
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
。

伊
藤
整
の
「
日
本
文
埋
史
８
』
（
講
談
社
文
芸
文
庫
）
に
、
岡
田
実
麿
に
つ
い
て
み
じ
か
い
記
述
が
見
い
だ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
か
れ
は

明
治
三
十
三
（
一
九
○
○
）
年
オ
ハ
イ
オ
州
の
オ
ベ
リ
ン
大
学
に
留
学
し
、
同
三
十
五
年
か
ら
神
戸
高
等
商
業
学
校
の
教
授
と
し
て
英
語
を
教
え
、

の
ち
第
一
高
等
学
校
の
教
授
に
転
じ
た
と
あ
る
。
伊
藤
整
が
岡
田
に
ふ
れ
た
の
は
、
そ
の
妹
美
知
代
（
神
戸
女
学
院
卒
）
が
田
山
花
袋
の
小
説

『
蒲
団
』
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
岡
田
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
、
二
十
年
ほ
ど
前
に
東
大
の
教
養
学
部
事
務
所
で
調
査
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

旧
制
の
第
一
高
等
学
校
の
英
語
教
授
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
知
り
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
―
高
の
資
料
は
未

整
理
の
部
分
も
多
く
、
調
べ
る
に
は
じ
っ
に
苦
労
し
た
。

明
治
十
九
年
か
ら
大
正
十
四
年
ま
で
の
二
十
七
年
間
の
『
第
一
高
等
学
校
一
覧
』
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
明
治
四
十
一
年
に
－
高
に
奉
職
し
、
大

正
十
二
年
に
退
職
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
教
職
員
の
欄
に
は
次
の
よ
う
な
記
戦
が
あ
っ
た
。

英
語

岡
田
実
麿

米
国
オ
ベ
リ
ン
大
学

バ
チ
エ
ロ
ル
、
オ
フ
、
ア
ー
ッ

広
島
平
民
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い
ず

す
な
わ
ち

本
書
に
収
め
た
一
二
篇
は
、
何
れ
も
、
彼
の
天
才
の
各
方
面
を
代
表
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
た
作
品
を
採
択
し
た
。
乃
ち
「
甲
虫
」
は
そ
の
円

熟
し
た
描
想
力
に
於
て
、
「
渦
巻
」
は
そ
の
科
学
的
想
像
の
巧
繊
を
極
め
た
現
実
化
的
効
果
に
於
て
、
最
後
に
「
没
落
」
は
芸
術
的
気
分
の
活
々

と
し
た
描
写
力
に
於
て
、
共
に
他
の
模
倣
す
べ
か
ら
ざ
る
特
種
の
天
才
を
発
揮
し
た
傑
作
で
あ
る
。

Ｍ
て

吾
等
は
「
没
落
」
を
読
ん
で
涯
し
な
き
荒
廃
の
凄
味
を
感
ず
る
｝
」
と
く
、
「
渦
巻
」
を
読
ん
で
そ
の
奇
怪
な
る
空
想
を
現
実
で
あ
る
か
の
や
う

し
か

に
戦
懐
し
、
「
甲
虫
」
の
不
可
思
議
な
る
暗
号
文
を
見
て
は
構
想
の
複
雑
に
し
て
而
Ｊ
Ｃ
い
か
に
も
自
然
な
の
に
驚
か
さ
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

Ｌ
か

然
ｈ
ソ
ポ
ー
は
凡
る
暗
号
文
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
科
学
上
の
不
可
能
事
を
想
像
に
よ
っ
て
可
能
と
見
せ
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
又
そ
の

芸
術
的
筆
致
に
よ
っ
て
深
刻
な
る
感
情
の
響
を
人
の
心
に
伝
へ
る
術
を
心
得
て
い
た
。

と
い
う
か
ら
、
英
語
教
師
時
代
に
時
に
は
受
験
雑
誌
に
も
寄
稿
し
た
も
の
か
。
そ
の
後
、
『
向
陵
生
活
」
に
そ
の
風
貌
や
人
が
ら
な
ど
を
伝
え
る

記
事
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
か
れ
は
－
高
の
名
物
教
授
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

て
い

―
高
の
奇
人
・
変
人
の
筆
頭
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ド
イ
ツ
語
の
岩
元
禎
教
授
（
’
八
一
ハ
九
～
’
九
四
一
、
哲
学
者
）
だ
が
、
岡
田
は
岩
本
と

た
い

は
違
っ
た
意
味
で
有
名
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
名
は
体
を
表
す
よ
う
に
、
い
か
に
も
麿
然
と
し
た
美
男
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ぴ
母
ん

真
黒
な
美
髭
を
蓄
え
、
色
は
白
く
、
と
き
ど
き
紋
付
な
ど
を
着
て
教
場
に
現
れ
た
。
さ
す
が
本
場
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
た
だ
け
あ
っ
て
英

語
の
発
音
は
よ
く
、
そ
の
訳
も
堂
々
と
し
て
い
た
。
そ
の
好
み
と
し
た
教
材
は
、
美
し
い
恋
物
語
な
ど
で
、
学
生
は
ホ
ー
ソ
ン
の
『
十
二
の
言
い

古
さ
れ
た
話
」
の
美
文
を
兇
事
に
訳
さ
れ
る
と
、
恢
惚
と
し
て
聞
き
惚
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
性
癖
を
も
つ
こ
の
教

師
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
皮
肉
屋
で
、
意
地
の
悪
さ
と
い
っ
た
ら
一
高
随
一
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
人
望
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
（
「
何
れ
も
偉
い
先
生
ば

か
り
」
「
向
陵
生
活
」
所
収
、
大
正
４
年
）
。

「
か
ぶ
と
虫
・
渦
巻
・
没
落
」
は
大
正
二
年
五
月
に
上
梓
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
訳
本
の
「
序
言
」
に
収
録
し
た
短
篇
三
篇
に
つ
い
て
の
解
説

が
付
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
次
に
ひ
い
て
み
よ
う
。

岡
田
が
編
ん
だ
ボ
ー
の
こ
の
訳
本
は
、
擬
科
学
の
物
語
「
メ
ェ
ル
ス
ト
ロ
ム
に
呑
ま
れ
て
」
、
死
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
崩
壊
」
、
卵



少
Ｃ
固
め
○
句
ｚ
弓
』
三
目
○
弓
津
回
三
シ
ロ
ト
の
弓
宛
○
○
三
・

『
ロ
の
這
四
里
の
。
［
○
○
ニ
ヨ
ヱ
回
冒
『
の
。
四
ｍ
ご
勺
『
◎
ぐ
己
の
ｐ
ｎ
Ｐ
ｐ
『
の
ロ
○
斤
凹
め
。
ミ
言
囚
弩
の
亜
目
○
『
口
『
の
曰
の
己
○
○
の
］
の
昏
呉
急
の
『
『
色
目
の
四
コ
望

急
凹
『
８
日
目
の
ロ
⑫
口
『
回
【
の
一
○
｛
す
の
ぐ
勝
冒
の
田
・
己
８
［
巨
己
。
】
亘
・
山
口
ロ
ロ
ロ
の
①
四
『
：
回
す
一
目
の
い
⑪
。
【
因
】
の
三
○
【
厨
．
ご
嵜
胃
討
昏
旨
愚
口
鳥
ｓ
へ
審
冒
へ
一
石
冒

四
８
行
「
ご
冒
曽
寒
蜀
ｇ
ｎ
』
』
ミ
ロ
ミ
。
○
ミ
；

の×。、ごい｛のｑ一○⑩己の四六・

探
偵
推
理
物
の
「
黄
金
虫
」
な
ど
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
代
表
作
を
読
者
に
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
。
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
原
作
の
精
神
や
構
文
ま

で
も
忠
実
に
移
そ
う
と
し
た
が
、
正
確
に
訳
そ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
ご
つ
ご
つ
と
し
た
訳
文
と
な
っ
た
以
外
は
原
典
の
妙
趣
が
写
し
出
さ
れ
て
い

る
、
と
自
負
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
そ
の
岡
田
の
訳
技
を
「
メ
ェ
ル
ス
ト
ロ
ム
に
呑
ま
れ
て
」
を
例
に
と
っ
て
見
て
み
よ
う
。

ｇ
ｚ
Ｃ
（
ｌ
Ｃ
ｐ
悶
口
、
Ｐ
言
⑫
四
匡
可
の
四
一
一
の
□
ぬ
一
戸
量
四
二
旦
自
。
○
巳
ロ
ゴ
画
く
の
困
巨
己
の
旦
邑
。
こ
○
二
房
三
の
『
。
□
芹
の
凶
②
三
の
］
］
囚
の
芹
き
①
望
○
巨
口
ｍ
の
⑪
（
。
［

『
口
望
⑰
Ｃ
ｐ
興
す
口
一
・
ｍ
ご
Ｃ
ｐ
－
－
豈
吋
の
①
臣
の
四
『
⑫
己
四
⑫
一
・
（
す
の
『
の
。
四
℃
己
の
■
の
二
片
。
『
ゴ
の
四
コ
の
『
の
二
斤
⑪
こ
、
ゴ
ロ
⑩
。
①
ぐ
の
『
き
②
己
已
の
。
の
こ
す
の
〔
。
【
の
（
○
・
コ
。
【
一

画
｜
冒
目
１
１
：
（
一
…
２
…
：
…
国
…
…
雪
・
；
旦
一
・
『
ｌ
・
且
冒
…
弓
…
。
［
…
一
望
扇
：
。
暑
厩
○
三

雪
…
目
巨
『
．
…
尋
：
『
・
斎
ご
曰
：
：
。
…
…
・
巳
唇
…
目
…
己
…
§
・
匡
昌
目
１
ヶ
屋
冨
璽
『
目
・
§
・
・
Ｅ
・
“

印
斤
ロ
ロ
ロ
ロ
の
旨
、
］
の
□
口
『
ｓ
ｏ
ゴ
ロ
。
、
の
〔
ず
の
、
の
可
＆
『
、
【
『
Ｃ
ヨ
、
〕
の
＃
昌
亘
、
。
丙
一
○
乏
亘
『
の
。
（
○
三
の
四
丙
の
ロ
ヨ
ミ
ー
ー
ョ
ヮ
の
ご
ロ
ロ
ロ
一
○
■
ロ
⑫
｛
ユ
ロ
、

己
望
二
の
『
『
の
の
ど
の
。
讐
口
芹
｝
芹
『
の
ヨ
ワ
｜
の
日
（
弓
の
】
の
四
の
一
⑩
〆
の
『
詮
。
貝
四
コ
口
四
日
【
ユ
、
可
芦
の
ロ
の
』
四
芹
凹
め
ず
四
ｇ
ｏ
箸
．
□
。
］
◎
ロ
六
コ
ｏ
三
』
Ｃ
四
コ
の
○
四
『
ｏ
の

一望一○○六○ぐの『（三一⑩二言一の。一一『｛夢二戸す。ｐ芹的の芹二ごｍｍ－ＱＱ］ロー）

一
二
の
す
、
。
。
○
尹
「
『
の
、
○
コ
の
旦
戸
ゴ
の
⑫
ロ
『
『
一
コ
二
一
○
「
←
す
の
一
○
「
一
一
の
⑪
｛
、
『
凹
瞬
・
匂
。
『
叩
○
ヨ
の
『
ゴ
ー
二
巨
一
め
い
一
ゴ
の
。
一
旦
『
ゴ
■
こ
い
の
⑦
。
〕
の
。
（
。
。
。
】
色
ｎ
コ

」
・
愚
ご
嵜
○
冒
菖
員
』
行
．
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岡
田
訳
は
た
く
み
に
ポ
ー
の
原
調
を
写
し
だ
し
て
い
る
。
語
学
的
に
も
正
確
だ
し
、
誤
り
を
見
い
だ
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
訳
者
は
、
職
掌

評
が
ら
英
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
ボ
ー
の
原
意
を
よ
く
つ
か
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
を
あ
た
え
る
。
訳
文
も
口
語
体
で

岡
訳
さ
れ
て
お
り
読
み
や
す
い
が
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
多
少
読
み
づ
ら
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
何
は
と
も
あ
れ
、
原
作
の
味
解
力
と
そ

大と
の
上
奏
術
的
表
現
力
に
お
い
て
は
、
昭
和
期
の
佐
々
木
直
次
郎
に
及
ば
な
い
か
も
し
れ
ぬ
。

ポ
（
４
）
「
日
記
」
（
昭
和
蛇
．
、
．
Ⅳ
）

お
ら
れ

ろ』

貿
君
は
私
を
余
程
の
老
人
に
思
っ
て
被
在
る
で
せ
う
－
‐
‐
‐
け
れ
ど
も
実
は
然
う
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
た
ご
の
一
日
６
か
．
函
ら
ん
で
真
黒
な

ゆ
ら
さ
し
よ
う

ふ
る

髪
を
真
白
に
さ
れ
、
手
足
を
弱
め
、
神
経
を
弛
め
て
、
些
少
し
た
力
を
出
Ｉ
）
て
も
懐
へ
た
り
、
影
を
見
て
も
怖
つ
く
や
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ

の
些
少
し
た
崖
か
ら
見
下
す
の
さ
へ
、
眩
砥
を
為
ん
ぢ
や
出
来
ま
い
と
は
、
よ
も
や
貴
君
も
お
思
ひ
な
さ
い
ま
す
ま
い
』

ぢ
ゃ
。

Ｌ
Ａ
う
げ
》

私
共
は
此
時
一
等
高
い
岩
の
絶
頂
に
着
い
た
。
老
人
は
疲
れ
過
ぎ
て
少
時
（
し
ば
ら
く
－
引
用
者
）
は
口
を
利
く
元
気
Ｊ
ｂ
無
か
っ
た
。

だ
が
と
う
ノ
ー
口
を
切
っ
た

Ｏ
Ｌ
 

ば
か

『
一
」
れ
が
昔
な
ら
私
は
貴
君
と
同
じ
や
う
に
一
等
季
子
（
末
の
子
ｌ
引
用
者
）
の
奴
で
も
此
処
へ
引
張
っ
て
来
れ
た
で
せ
う
が
、
一
一
一
年
計
り
前

い
’ず

に
、
今
迄
人
間
の
経
験
し
た
事
鴎
》
無
い
や
う
な
出
来
事
に
遮
趨
し
て
Ｉ
と
に
か
く
活
き
残
っ
て
そ
の
話
を
為
る
者
は
と
て
も
な
い
や
う
葱
出
来

事
に
あ
っ
て
ｌ
い
や
も
う
そ
の
時
の
大
し
た
恐
ろ
し
さ
と
云
っ
た
ら
、
た
っ
た
六
時
間
の
間
に
身
体
も
心
も
全
か
り
壊
さ
れ
て
了
ひ
ま
し
た
の

自
然
界
に
於
て
神
の
な
し
袷
ふ
と
こ
ろ
は
「
摂
理
」
に
於
け
る
が
如
く
、
人
間
の
為
す
所
と
は
異
れ
り
。
且
つ
、
人
間
の
作
る
模
型
は
、
デ
モ

ク
リ
タ
ス
の
井
戸
よ
り
も
遙
に
深
き
、
神
の
御
業
の
偉
大
、
深
遠
、
不
可
思
議
な
る
に
比
ぶ
べ
く
も
あ
ら
ず

渦
巻
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注
（
⑬
）
に
同
じ
。

注
（
９
）
に
同
じ
。

ひ
め
⑪

大
岡
昇
平
『
俘
虜
記
』
（
新
潮
社
、
吉
田
腿
》
生
の
「
解
説
」
を
参
照
）
。

「
外
国
文
学
放
浪
記
」

注
（
９
）
に
同
じ
。

注
（
９
）
に
同
じ
。

注
（
９
）
に
同
じ
。

注
（
９
）
を
参
照
。

「
野
火
」
の
意
図
。

「
日
記
」
（
昭
和
躯
。
ｕ
・
旧
付
）
。

「
野
火
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
影
響
」
。

松
村
達
雄
訳
。

注
（
２
）
の
「
年
譜
」
を
参
照
。

訳
者
に
つ
い
て
は
不
明
。
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ボーと大岡昇平

ボー博物館の中庭（リッチモンド）
［図版Ｉ］

西１

蝋ll1iji鑿iillllliiiillii1iii蕊iii蕊1鑿iIlliil墓蕊曇Ｉ

正面の部屋は，ウエスト・レンヂ１３号（ボーの部屋）［バージニア大学］
［図版Ⅱ］
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大岡が青年時代によんだと考えられ
るボーの訳本［本の大きさは１０．４
ｃｍ×１５ｃｍ・筆者蔵］

［図版Ⅳ］

少年大岡にボーを知るきっかけをあ
たえたと考えられる訳本［本の大き
さは15.2ｃｍ×9.4ｃｍ・筆者蔵］

［図版Ⅲ］

パトリック．Ｆ・クゥイン箸「エド
ガー・ボーのフランス的相貌」［筆
者蔵］［図版Ⅵ］

マリー・ポナパルトの仏訳『エドガー・
ボー」（原文はドイツ文）［筆者蔵］

［図版Ｖ］
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